


奉
施
入

信
夫
御
庄
天
王
寺
如
法
堂況口

大
勧
進
聖
人
僧
定
心

高
二
六·
O
セ
ン
チ

高
二
上
ふハ
セ
ン
チ

高
二
九・
七
セ
ン
チ

古向
三
九·
上
セ
ン
チ

天
王
寺

天
王
寺
の
裏
山
頂
上
か
ら
明
治
三
十
二
年

（一
八
九
九）
一
月
に
発
見
さ
れ
た
経
塚
で
陶

製
経
箇（
外
筒）
の
他
陶
製
壺
か
伴
出
し
て
い
る 。

経
筒
に
は ‘

敬
白

m
陶
製
経
筒（
重
文

②
陶
製
壺

③
陶
製
壺

田
陶
製
壺

ヽ

天

王

寺

経

塚

平
安
時
代
後
期

福
島
市
飯
坂
町
字
天
王
寺

主
と
し
て

、

法
華
経
等
の
経
典
を
書
き
写
し
て

、

こ
れ
を
経
筒
や
経
箱
な
ど
の
容
器
に
入
れ

、

土
の
中
に
埋
納
し
土
盛
り
し
た
と
こ
ろ
を
経
塚
と
よ
び
な
ら
わ
し
て
い
る 。

日
本
に
お
い
て
は ‘
慈
覚
大
師
円
仁
（
七
九
四
ー

八
六
四 、
平
安
時
代
前
期
の
天
台
宗
の
僧）

が
比
畝
山
の
横
川
に
お
い
て
始
め
た
如
法
写
経
を
契
機
と
し
て 、
お
よ
そ一
0
世
紀
の
終
り
頃
か

ら
、

先
す
近
畿
地
方
に
造
営
か
は
じ
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る 。

東
北
に
お
い
て
は ‘
こ
れ
よ
り
す
っ
と
遅
れ
て

、

十
二
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
て
あ
る
か 、
そ
の

最
初
の
む
の
か
本
県
喜
多
方
市
の
松
野
干
光
経
塚
で
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る 。

経
塚
の
造
営
は ‘
そ
の
始
め
に
お
い
て 、

平
安
時
代
に
切
実
化
し
た
末
法
思
想

、

つ
ま
り
仏
法

か
滅
す
る
と
い
う
こ
と
を
怖
れ
て 、
こ
れ
に
そ
な
え
て
経
典
を
地
下
に
埋
め 、

後
の
人
々
に
伝
え

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
か ‘
次
第
に
自
己
中
心
的
な
私
益
の
み
を
考
え
た
造
営
に
変
っ
て
来
る
と

大
柏
主
藤
原
真
年
緑
友
作
者
代

同
姓
代

同
姓
代

小
勧
進

白
井
友
包

糸
井
国
数

藤
原
貞
清

緑
友
源
代

藤
井
末
遠

日
田
部
貞
家

小
太
良
殿

佛
子
僧
凄
海

稲
石
丸

源
長
宗
縁
友

右
志
者
為
慈
尊
三
会
之
暁
同
令

一
佛
浄
土
往
生
也

承
安
元
年
歳
次
誌

八
月
十
九
日

取
箪
僧

長
答

と
あ
り 、
こ
の
経
箇
は
初
め
天
王
寺
の
如
法

堂
内
に
奉
納
さ
れ
た
の
ち 、
経
塚
と
し
て
埋
納

さ
れ
た
こ
と
か
知
ら
れ
る

僧
慶
勢

僧
龍
答

犬
子
丸

・ヽ
．
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経
塚
に
つ
い
て
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い
わ
れ
る 。

経
塚
造
営
の
最
盛
期
は

、

平
安
時
代
の
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
頃
で
あ
る
か

、

こ
の
時
期
の
経
塚

は 、
法
華
信
仰
を
中
心
と
す
る
天
台
宗
関
係
の
寺
院
近
く

や ‘
修
験
の
霊
地
等
か
ら
発
見
さ
れ
る

場
合
が
多
い 。

経
塚
は ‘
平
安
時
代
以
後
も
鎌
倉
・

室
町・
江
戸
と
各
時
代
を
通
し
て
造
営
さ
れ
る
の
で
あ
る

か
、

こ
と
に
室
町
以
後
は
か
な
り
造
営
の
主
旨
も
内
容
も
変
っ
て
し
ま
う 。

今
回
の
展
示
に
お
い
て
は

、

平
安
期
の
主
要
な
経
塚
追
物
を
は
じ
め 、
室
町
・

江
戸
時
代
の
経

塚
遺
物
を一
堂
に
展
覧
し
て
お
り 、

経
塚
と
い
う
も
の
へ
の
理
解
を
深
め
る
に
は
勿
論
の
こ
と ‘

信
仰
史

、

美
術・
エ
芸
史
的
に
も
み
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る 。

こ
の
機
会
に
多
く
の
方
々
に
ご
高
竪
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
て
あ
る 。

最
後
に

、

本
展
屁
会
に
出
陳
の
御
協
力
を
賜
わ
っ
た
方
々 ‘
な
ら
び
に
種
々
お
手
配
い
た
だ
い

た
関
係
教
育
委
員
会
に
対
し
厚
く

謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に

、

目
録
作
成
に
あ
た
っ
て
格
別
の
ご

寄
稿
を
賜
わ
っ
た
東
京
国
立
博
物
館
の
関
先
生
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る 。
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経
筒
拓
本（
県
重
文）

一
幅氏

家

宏

文
政
五
年
(
-
八
二
二）
開
墾
の
折
に
発
見 、

承
安
元
年
(-
―
七一
）
銘
の
経
筒
か
出
土
し

奉
施
入

伊
達
郡
平
沢
寺
如
法
銅

大
観
進
聖
人
僧
長
胤

敬
白

二
、

平

沢

寺

経

塚

平
安
時
代
後
期

伊
達
郡
桑
折
町

＇

，

 

|
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,
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て
い
る
か
早
く
か
ら
人
出
に
渡
り

大
正
十
二
年

の
誤
災
の
と
き
失
な
わ
れ
た
と
い
う 。
幸
い
拓

本
か
伝
え
ら
れ
経
筒
に
は
次
の
よ
う
な
銘
文
か

あ
る 。

大
板
主

僧
永
答

糸
井
国
数藤

原
貞
消

白
井
友
包藤

井
末
遠

右
志
者
為
慈
埠
暁

一
佛
国
土
往
生
也

承
安
元
年
悶
八
月

二
十
八
日毀

9

9
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二

①
銅
製
鍍
金
経
筒
片

②
銅
製
観
音
像

③
銅
製
伏
鉦

田

古

銭

固
陶
製
容
器

＿
‘

 
行

人

壇

経

塚

室
町
時
代

伊
達
郡
霊
山
町
下
小
国

(6) 

木
製
品
（
外
筒
底
部
か）

大
河
内

勉

銅
製
経
簡
片
に
陰
刻
銘
お
よ
び
墨
瞥
銘
文
が

み
ら
れ ‘
陰
刻
銘
に

十
羅
刹
女

上
総
口
囚
住
固
明

奉
納
経
王
六
十
六
部
第
二
典
門

三
十
番
神

天
文二
年
吉
旦

と
あ
る し
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し

川
保
町

教
育
委
員
会

昭
和
五
十
年
九
月
二
十
四
日
よ
り
二
十
八
日

奉
施
入

磐
瀬
郡米
山
寺
如
法

経

銅

m
灰
釉
陶
製
壺

西

田

山

経

塚

鎌
倉
時代

伊
達
郡
川
俣
町

大
字
東
稲
沢

四
I

m

二
六•
四
セ
ン
チ

霊
山
神
社

明
治
期
に
出
土
し
た
ら
し

い
か 、

そ
の
折
の
記
録
等
は

不
明
で
あ
る 。

造
り
か
良
く ‘

ま
た
鋳
上
り
も
良
い 。
口
径

m
銅
製
経
筒

総
高

山

経

塚

平
安
時代

後
期

伊
達
郡
霊
山
町

大
字
大
石

一
三・
六
セ
ン
チ 、

器
壁
の
厚
さ
は
0・
四
六
セ

ン
チ
と
厚
手
で
あ
る 。

底
部
に
鋳
口
が
あ
る 。

に
か

け
て
発
掘
さ
れ 、

経
塚
と
認
ら
れ
た
も
の

-
、

近
世
の
人
骨
を
出
し
た
土
城
墓
一
と
そ
の

他
石
組
追
構一
か
発
見
さ
れ
た 。

経
塚
逍
構
か

ら
は
灰
釉
陶
片一
〇
片
と
「

元
礼
通
宝」（
宋
銭）

一
枚
か
出
土
し ‘

陶
片
を
復
厚
し
た
も
の
か
今

回
展
示
さ
れ
て
い
る し

陶
片
と
宋
銭
か

ら
み
て

こ
の
経
塚
は
十
三
世
紀
初
珀
と
さ
れ
て
い
る 。

m
陶
製
経
筒（
重
文）
総
高
二
五・
一
セ
ン
チ

③
銅
製
経
筒（
重
文）

高
二
O·
七
セ
ン
チ

③
銅
製
経
簡

総
高
二
七・
八
セ
ン
チ

④
鉗
製
鏡
（
残
欠）（
重
文）

⑤
銅
製
筏
（
残
欠）（
重
文）

⑥
須
恵
甕

吉向

三
九・
五
セ
ン
チ

日
枝
神
社

米
山
寺
経
塚
は 、

明
治
十
七
年（
一
八
八
四）

に
発
見
さ
れ 、

銅
製
経
筒 、

陶
製
外
筒
の
他 、

談一
、

刀
子
二 、

銅
鏡一

、

懸
仏
残
片一

、

鉄

鏃
残
片
二
か
出
土
し 、

陶
製
外
筒
に
は
次
の
よ

う
な
銘
文
か
あ
る 。

敬
白 六 、

米

山

寺

経

塚

平
安
時代

後
期

須
賀
川
市
大
字
西
川

�
．
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大
勧
進

聖
人
僧
行
祐

大
柏
主

僧
円
珍

糸
井
国
数

藤
原
貞
消

白
井
友
包

藤
原
末
遠

右
志
者
為
慈
尊
三
会

暁
同一
佛
浄
土
往
生
也

承
安
元
禁
八
月
廿
八
日

辛
午

天
王
寺
経
筒
銘 ‘

平
沢
寺
経
筒
銘
と
と
も
に

同
年
号
で ‘

銘
文
中
に
あ
る
白
井
友
包 、

糸
井

国
数 ‘

藤
原
貞
清 、

藤
井
末
遠
の
四
名
は
同一

人
物
と
思
わ
れ 、

三
経
塚
に
密
接
な
関
係
か
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
C

米
山
寺
経
塚
は
昭
和
五
十一
年(
-
九
七
六）

の
調
査
の
結
果 、

現
右
ま
で
に
八
基
の
経
塚
が

確
認
さ
れ
て
い
る

e
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七 、

西
白
河
郡
東
村
字
天
上
林

①
松
藤
双
鳥
鏡一
面
面
径一
O·
六
セ
ン
チ

③
山
吹
鳥
蝶
鏡一
面
面
径一
0•
四
セ
ン
チ

岩
越
二
郎
氏
の
記
録
に
よ
る
と 、

岩
越
家
昭

和
六
年
(-
九
三一
） ‘
釜
子
村
深
新
井
田
字
天

上
林（
現
東
村）
の
道
路
改
修
工
事
の
と
き
に

出
土
し
た
も
の
で
あ
る 。
銅
鏡
か
四
面
出
土
し 、

こ
の
う
ち
二
面
か
今
日
伝
え
ら
れ
て
い
る 。

経

塚
と
称
し
て
い
る
か
そ
の
他
詳
細
は
不
明
で
あ

る 。

天

上

林

経

塚

,
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ナ

陶
製
壺
（
四
耳
壺）

会
津
若
松
市
教
育
委
員
会

東
北
最
古
（
四
世
紀
末）
と
さ
れ
る
大
塚
山

古
墳
（
前
方
後
円
墳）
の
後
円
部
墳
丘
よ
り
発

見
さ
れ
た
も
の
で 、
直
径
約
二
0
セ
ン
チ
ほ
ど

の
河
原
石
に
囲
わ
れ
て
出
土
し
た 。

大

塚

山

経

塚

鎌
倉
時
代

会
津
若
松
市一
箕
町

①
銅
製
経
筒

②
銅
製
鍍
金
経
筒

③
銅
製
五
鈷
鈴

④
銅
製
五
鈷
鈴

固
銅
製
碧

⑥
銅
製
鍍
金
独
鈷
杵

二
瓶

忠

今
回
展
示
さ
れ
な
か
っ
た
が 、
こ
の
経
塚
か

ら
発
見
さ
れ
た
石
櫃
に
は
「

大
治
五
年
(―
―

三
0)
歳
次
庚
戌
四
月
二
日
発
酉
大
檀
越
財
主

平
孝
家

散
位
源
朝
悛
邦

縁
支
同
氏」
の
銘

が
あ
り 、

本
県
は
も
ち
ろ
ん 、

東
北
で
も
最
も

古
い
経
塚
で
あ
る 。
実
は 、
会
津
藩
r

家
世
実

紀』
に
よ
る
と
江
戸
時
代
初
期 、
寛
文
年
間
に

一
度
発
見
さ
れ
て
埋
め
も
ど
さ
れ
た
と
い
わ
れ

る 。
昭
和
九
年
(
-
九
三
四）
に
再
度
発
見
さ

れ
た 。
出
土
遺
物
は
今
回
展
示
の
も
の
の
外
に

石
製
櫃 、
壺 ‘
刀
片 ‘

鏃
が
出
土
し
て
い
る 。

高 高 高 裔

二
五・
五
セ
ン
チ

十
四·
O
セ
ン
チ

十
二·
O
セ
ン
チ

十
二•
四
セ
ン
チ

九 、

松
野
千
光
寺
経
塚

平
安
時
代
後
期

喜
多
方
市
慶
徳
町
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九

①
銅
製
鍍
金
経
筒

総
裔
十一
・

七
セ
ン
チ

③
銅
製
鍍
金
経
筒

高
十一
・

八
セ
ン
チ

（
但
し
蓋
欠
失）

③
銅
製
鍍
金
経
筒

総
高
十
ニ・
ニ
セ
ン
チ

田
石
製
外
櫃

高
三
五・
三
セ
ン
チ

九
ー

⑥

（
石
蓋
欠
失）

固
石
製
外
櫃

高
三
四・
五
セ
ン
チ

（
石
蓋
欠
失）

固
石
製
外
櫃

総
高
三
七・
一
セ
ン
チ

群
岡
中
学
校

昭
和
二
十
木
年
（
一

九
五
一
）
の
工
事
中
地

下
約一
メ
ー
ト

ル
の
所

で
発
見
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
か 、

発
見
時
の
状

態
等
は
不
明
で
あ
る し

三
口
の
銅
経
箇
に
は ‘

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な

銘
文
か
あ
る 。

m
奉
納
六
十
六
部
之

•
,

 

1
4

 

9

9

 

九 1
0 、

五

職

神

経

塚

室
町

時代

耶
麻
郡
西
会津町

上
野
尻

I―
F
ヽ
ー

｀
＇

 

1

0
|

⑮
 

如
法
経一
部
願
主

石
川
之
住
人

源
心
敬
白

永
正
十
五
砂
年
三
月
十
八
日

本
願
檀
那
妙
囲

切
奉

納

六
十
六
部
之
如
法
経
日

幻
心
聖

□
旦
那

善
斉
阿
n

ロ
ロ
野
口
住
人

―
―

 

永
正
十
六
年
記
五
月
廿
六
日

奥
州
会津

参
州
住
人
野
尻
山
本

永
正
十
六
年
祈
五
月
廿
六
日

③
六
十
六
部
如
法
経
旦
那

, 1.
 

1

0
|

U
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一

ー
且

奥

の

院

経

塚

室
町
時
代
か

大
沼
郡
新
鶴
村
根
岸

銅
製
鍍
金
経
筒

高
九・
八
セ
ン
チ

（
但
し
上
部
欠
損）

村
松

繁
穆

根
岸
の
中
田
弘
安
寺
銅
造
観
音
（
重
文）
鋳

造
場
所
と
伝
え
ら
れ
る
奥
之
院
近
く

か
ら
発
見

さ
れ
た
も
の
で 、
次
の
よ
う
な
銘
文
か
あ
る 。

+
1
刹
女
幡
品
住一
心
坊

奉
納
経
王一
国
十
三
部

三
十
q
神
営
年
今
月
日

な
お
今
回
出
陳
さ
れ
な
か
っ
た
か
や
は
り

鍍

金
銅
製
の
経
筒
か
あ
り 、
次
の
よ
う
な
銘
文
か

あ
る 。十

羅
刹
女

奥
州
住
人
道
称

梵
字
奉
納
大
日
妙
典
六
十
六
部

三
十
番
神

享
禄
五
天
八
月
吉
日

（
奥
州
会
津
新
鶴
村
誌
）

に
よ
る
J

ヽ

山

経

鎌
倉
時
代

大
沼
郡
新
鶴
村
舘
山

m
陶
製
壺
（
四
耳
壺）

裔
二
九
セ
ン
チ

村
松

繁
穆

呉
坪
山
経
塚
の
壺
同
様
平
な
石
で
蓋
を
さ

れ
て
発
見
さ
れ
た
と
い
う 。
底
部
に
ニ
・

五
セ

ン
チ
X
ニ
・

一
セ
ン
チ
の
小
孔
か
外
側
か
ら
あ

け
ら
れ
て
い
る
の
か
注
意
さ
れ
る 。

-

=-
、

呉

坪

山

経

塚

鎌
倉
時
代

大
沼
郡
新
鶴
村
呉
坪
山

①
陶
製
壺（
四
耳
壺）

高
二
O·
七
セ
ン
チ

村
松

繁
穆

壺
は
平
な
石
で
蓋
を
さ
れ
玉
石
に
囲
ま
れ
て

発
見
さ
れ
た
と
い
う
か 、
そ
の
他
の
出
土
状
況

は
不
明
で
あ
る 。

ー＿
lー

ニ
、

塚

石
（
一
字一
石
経）

柳
津
町
教
育
委
員
会

野
老
沢
の
通
称
グ
ヨ
ダ
ン
と
呼
ば
れ
る
所
か

ら
出
土
す
る一
字一
石
経
で
あ
る 。

経

一

六
、

供

養

壇

経

塚

中
世
末
か

河
沼
群
柳
津
町
野
老
沢

石
（
一
字一
石
経）

会
津
坂
下
町
教
育
委
員
会

『
新
編
会
津
風
土
記』
に
も一
字一
石
経
を
埋

納
し
た
旨
の
記
録
か
あ
り 、
昭
和
五
十
年
（
一

九
七
五）
四
月
に
発
掘
さ
れ
た 。

経
石
の一
っ
に
「

願
以
此
功
徳 ‘

普
及
於一

切 、
我
辮
与
衆
生‘
皆
共
成
仏
道
□
天
文
十
三

年
甲
辰
九
月
十
八
日」
と
あ
り 、
こ
の
経
塚
の

時
代
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る 。

又
土糸

一

四 、

中

目

経

室
町
時
代

河
沼
郡
会
津
坂
下
町
中
目

塚

｀

、

|
l

 
9

9

 

-
=-

石
（
一
字一
石
経）

会
津
坂
下
町
教
育
委
員
会

塔
寺
八
幡
神
社
そ
ば
の
茶
腕
塚
地
蔵（
石
像）

堂
下
よ
り
出
土。

経

一

五
、

茶

腕

塚

経

塚

中
世
末
か

河
沼
郡
会
津
坂
下
町
塔
寺

ヽ

l
l
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二
五
セ
ン
チ

奈
良
国
立
博
物
館

小
幡
山
出
土
と
い
わ
れ 、

別
名
小
幡
山
経
塚

と
も
い
う 。

実
は 、

出
土
地
点
等
詳
し
い
こ
と

は
不
明
で
安
達
郡東
和
町

の
木
幡
山
か

も
し
れ

な
い

C

こ
の
経
筒
に
は
紙
本
経
典
（
法
華
経
と

思
わ
れ
る）
八
巻
の
塊
と
石
製
の
外
筒
か
あ
る

銅
製
経
筒

ノ＼
ヽ

総
高

蔵
王
経塚

平
安
時代

後
期

伊
達
郡川
俣
町

大
綱
木

石
（
一
字一
石
経）

柳津町

教
育
委
員
会

柳津町

虚
空
蔵
堂
奥
之
院
の
釈
迦
堂
床
下
か

ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る 。

経

一
七 、

釈迦堂経塚
江戸時代か河沼郡柳津町

. . ff-坦
・
・ー、1 

ヽ， 遍•
t, 』

9‘ 

ヽ

し
[、

鳥

、
i:、:: 、．拿

二
六・
八
セ
ン
チ

東
京
国
立
博
物
館

内
部
に
く
す
状
に
な
っ
た
墨
書
に
よ
る
紙
本

経
典
か
あ
る し

そ
の
他
出
土
状
態
等
は
不
明
て
あ
る

e

銅
製
経
筒

一
九 、

総
高

熊
野
神
社経塚

平
安
時代

後
期

西
白

河
郡大
信
村
下
小
屋

か
今
回
は
出
品
さ
れ
な
か

っ
た c
石
製
外
筒
は
盛
蓋

式
の
被
せ
蓋
で
身
の
口
縁
を
印
籠
に
つ
く
る 。

①天王寺経塚（福島市）
②平沢寺経塚（桑折町）
③小倉寺経塚（福島市）
④行人塩経塚（箆山町）
⑤雹山経塚（霊山町）
⑥西田山経塚(111俣町）

⑦蔵王経塚（川俣OT東和町）

⑧松倉経塚（双葉町）
⑨王宮経塚（郡山市）
®八ッ山田経塚（郡山市）
⑪米山寺経塚（須賀川市）
⑫熊野神社経塚（大信村）
⑬天上林経塚（東村）

福島県内経塚分布略図
⑭潟殿山経塚（喜多方市）
⑮松野干光寺経塚（喜多方市）
⑮五職神経塚（西会津町）
⑰塔寺経塚（坂下町）
⑱茶腕塚経塚（坂下町）

::: 
゜

しら血

•
•zo

●19 .22 
21 
． 

23 0 

..24 暉
25 

●6 

●7 

9● 
o匿

10● 
11 

． 

●
8

 

●12 

⑲中目経塚（坂下町）
⑳供養壇経塚（柳津町）
⑪釈迦堂経塚（柳津町）
⑫大塚山経塚（若松市）
⑬奥の院経塚（新鶴村）
⑳呉坪山経塚（新鶴村）
⑮舘山経塚（新鶴村）
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須
賀
川
市
の
米
山
寺
経
塚
群
は 、

明
治
十
七

年
に
承
安
元
年
(
-
―
七
一
）
の
紀
年
銘
を
持

つ
陶
製
外
筒
を
出
土
し
た
こ
と
で
広
く
知
ら
れ

て
い
る 。
須
賀
川
市
教
育
委
員
会
は
昨
年 、
こ

の
経
塚
群
の
調
査
を
開
始
し 、
こ
れ
ま
で
に
十

基
を
こ
え
る
経
塚
を
確
認
し
て
い
る
が 、

経
塚

の
学
術
的
な
調
査
は
全
国
的
に
も 、

ま
だ
そ
の

例
が
少
な
く
注
目
さ
れ
る 。
一
般
に 、

経
塚
は

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
偶
然
の
機
会
に
発
見
さ
れ 、

遺
構
や
遺
物
の
出
土
状
況
な
ど
も
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
場
合
が
多
い 。
こ
う
し
た
中
で 、

現

在
須
賀
川
市
が
実
施
し
て
い
る
調
査
は 、

き
わ

め
て
深
い
意
義
を
持
つ
も
の
と
い
え
よ
う 。

一
方 、

県
歴
史
資
料
館
で
は
九
月
か
ら
「

福

福

島

県

の

経

塚

＊
 

島
県
の
経
塚
遺
物
展」

を
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る 。

県
内
約
二
十

カ
所
の
経
塚
か
ら
出
土
し
た
遺
物
を一
堂
に
集

め
て
公
開
す
る
と
い
う
が 、

出
品
予
定
目
録
を

拝
見
し
た
と
こ
ろ 、

県
内
出
土
の
主
要
な
遺
物

の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
候
補
に
の
ぼ
っ
て
お
り

質
的
に
も
か
な
り
期
待
で
き
そ
う
で
あ
る 。

さ
て 、
こ
こ
で
は 、

県
内
の
経
塚
に
つ
い
て

最
近
の
発
見
も
含
め
て 、
こ
れ
ま
で
に
判
明
し

て
い
る
も
の
を
整
理
し
て
お
き
た
い 。

県
内
出
土
の
経
塚
遺
物
に
は 、

紀
年
の
明
ら

か
な
も
の
が
次
の
九
例
知
ら
れ
て
い
る 。

①
大
治
五
年
（
―
-
三
〇）

喜
多
方
市
千
光
寺
経
塚
出
土
の
外
櫃

②
承
安
元
年
(
-
―
七一
）

福
島
市
天
王
寺
経
塚
出
土
の
外
筒

③
承
安
元
年
（
―
-
七一
）

須
賀
川
市
米
山
寺
経
塚
出
土
の
外
筒

④
承
安
元
年
(
-
―
七
一
）

伊
達
郡
平
沢
寺
経
塚
出
土
の
外
筒

⑤
永
正
十
五
年
(
-
五一
八）

耶
麻
郡
五
職
神
経
塚
出
土
の
経
筒

関

秀

夫

＊
 

＊
 

＊
 

⑥
永
正
十
六
年
(
-
五一
九）

耶
麻
郡
五
職
神
経
塚
出
土
の
経
筒

⑦
享
禄
五
年
(
-
五
三
二）

大
沼
郡
奥
之
院
経
塚
出
土
の
経
筒

⑧
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四）

河
沼
郡
中
目
経
塚
出
土
の
礫
石
経

⑨
永
禄
六
年
(
-
五
六
三）

喜
多
方
市
湯
殿
山
神
社
経
塚
出
土
の
経
筒

こ
の
ほ
か
に 、

嘉
元
三
年
(
-
三
0
五）
の

経
塚
供
養
碑
が
安
達
郡
の
元
相
応
寺
経
塚
に
知

ら
れ
て
い
る 。

畿
内
で
は
十
世
紀
末
か
ら
経
塚
の
営
造
が
み

ら
れ
る
が 、

福
島
県
で
は
大
治
五
年
（
―
-
三

0)
に
営
ま
れ
た
喜
多
方
市
千
光
寺
経
塚
が 、

も
っ
と
も
早
い
例
で
あ
る 。

今
の
と
こ
ろ 、

東

北
地
方
で
こ
れ
を
さ
か
の
ぼ
る
例
は
発
見
さ
れ

て
い
な
い 。

関
東
地
方
で
は
栃
木
県
小
野
寺
の

長
治
元
年
(

I

1
0
四）
が
早
く 、

中
部
地
方

で
は
山
梨
県
勝
沼
の
康
和
五
年
(
―
1
0
三）

が
早
い
例
で
あ
る 。
こ
う
し
た
例
か
ら
み
る
と

中
部
以
北
で
は
十
二
世
紀
に
な
っ
て
経
塚
の
営

造
が
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。

次
に 、

最
近
調
査
さ
れ
た
も
の
も
含
め
て 、

こ
れ
ま
で
に
福
島
県
内
で
発
見
さ
れ
て
い
る
経

塚
遺
跡
を
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る 。

な
お 、

『
福
島
県
史』
等
で
経
塚
と
し
て
扱
わ
れ
て
き

た
も
の
に
つ
い
て
は 、
研
究
の
余
地
が
残
さ
れ

て
い
る
も
の
も
若
干
あ
る
が 、
こ
こ
で
は
そ
の

ま
ま
と
り
あ
げ
た 。

経
塚
の
地
名
は 、

奥
羽
街
道
に
沿
っ
た
中
通

り
地
方 、

太
平
洋
岸
に
沿
っ
た
浜
通
り

地
方 、

そ
れ
に
会
津
地
方
の
三
地
区
に
分
け
た 。

な
お 、

地
名
に
は
そ
れ
ぞ
れ
参
考
と
な
る
べ

き
文
献
を
あ
げ
て
お
い
た 。
①
⑦
⑦）
等
の
数
字

は
こ
の
稿
の
最
後
に
あ
げ
た
参
考
文
献
の
番
号

を
あ
ら
わ
し
て
い
る 。

〈
中
通
り
地
方〉

①
天
王
寺
経
塚
（
福
島
市
飯
坂
町
寺
山）

遺
物
ー

陶
製
経
筒
（
承
安
元
年
銘）
一

、

陶
製
壺一

、

陶
製
甕
二 、

瓦
塔
片一

。

ほ
か
に
経
巻 、

仏
具 、

短
刀
な
ど
を
出

土
し
た
と
伝
え
る
が
所
在
不
明 。

文
献
ー

④
⑫
⑭
⑭
⑱
⑲
⑳
⑫
西
面
⑮

②
王
宮
経
塚
（
郡
山
市
片
平
町
三
島
山）

遺
物
ー

陶
製
壺
二 、

和
鏡
（
鏡
背
に
如
法

経
：
…

の
刻
銘
あ
り）
一

。

文
献
ー

⑱
⑲
西
⑮

③
八
ツ
山
田
経
塚
（
郡
山
市
富
久
山
町
八
山
田）

遺
物
ー

和
鏡一

。

文
献
—

⑱
⑱

④
大
乗
院
経
塚
（
郡
山
市
大
重
町）

遺
物
ー

礫
石
経
を
出
土
し
た
と
伝
え
る 。

文
献
ー

⑨
⑲

⑤
米
山
寺
経
塚
群
（
須
賀
川
市
西
川
字
坂
ノ
上）

遺
物
—一

号
経
塚
ー

銅
製
経
筒一

、

陶
製

外
筒一

、

短
刀
四 。
ほ
か
に
朱
書
経
巻

―
-
（
所
在
不
明）

二
号
経
塚
ー

陶
製
甕一

、

鉄
鏃
五 、

短
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刀一
。

三
号
経
塚
ー

陶
製
甕
三 、

鉄
鏃
二 、

短

刀一
。

四
号
経
塚
ー

銅
製
経
筒一

、

陶
製
外
筒

（
承
安
元
年
銘）
一

、

和
鏡一

、

鉄
鏃

三
0 、
短
刀一
五 、

古
銭一

。

文
献
ー

①
⑦
⑤
⑤
希
⑫
⑭
而
⑱
⑲
⑳

喜

，

 

⑥
小
倉
寺
経
塚
（
福
島
市
松
川
町
小
倉）

遺
物
ー

石
櫃
片

文
献
ー

⑲

⑦
元
相
応
寺
経
塚
（
安
達
郡
大
玉
村
大
山）

遺
物
ー

経
塚
供
養
石
塔
（
嘉
元
三
年
銘）

文
献
ー

⑬

⑧
霊
山
寺
経
塚
（
伊
達
郡
霊
山
町）

遺
物
ー

銅
製
経
筒一

。
ほ
か
に
陶
製
外
筒

一
、

お
よ
び
短
刀
は
所
在
不
明 。

文
献
ー

②
⑱
⑲
西）

⑨
行
人
田
経
塚
（
伊
達
郡
霊
山
町
下
小
国）

遺
物
ー

銅
製
経
筒
片
（
う
ち一
片
に
銘
文

あ
り） 、
銅
観
音
像一

、

鉦一
、

白
磁
香

炉一
。

文
献
ー

⑮ 、

藤
田
定
典
氏
調
査

⑩
平
沢
寺
経
塚
（
伊
達
郡
桑
折
町
平
沢）

遺
物
ー

陶
製
容
器
（

承
安
元
年
銘）
一

、

は
文
政
五
年
(
-
八
二
二）
に
発
見
さ

れ
た
が 、

喜
永
元
年
(
-
八
四
八）
に

手
拓
さ
れ
た
拓
影
の
み
遺
存
す
る 。

土
器
数
個
（
所
在
不
明） 。

文
献
ー

⑫
⑭
⑭
⑱
⑭
⑳
⑳

⑪
西
田
山
経
塚
（
伊
達
郡
川
俣
町
東
福
沢）

遺
物
ー

陶
製
容
器一

、

古
銭一

。

文
献
ー

⑱
⑭
⑪

⑫
蔵
王
経
塚
（
伊
達
郡
川
俣
町
大
綱
木）

遺
物
ー

銅
製
経
筒一

、

石
製
外
筒一

、

経

巻
塊
八 ゜

文
献
ー

⑳
⑭

⑬
七
所
神
社
経
塚
（
田
村
郡
田
村
町
小
川）

遺
物
ー

鏡
像一

。

文
献
ー

⑱

⑭
熊
野
神
社
経
塚
（
西
白
河
郡
大
信
村
下
小
屋）

遺
物
ー

銅
製
経
筒一

、

経
巻
片 、

鉄
鏃
二

短
刀
七 ゜

文
献
ー

⑯
⑱
⑭
⑬

⑮
天
上
林
経
塚
（
西
白
河
郡
東
村）

遺
物
ー

和
鏡
二

文
献
ー

⑱

⑯
小
島
経
塚
（
伊
達
郡
川
俣
町
小
島）

文
献
ー

⑭

⑰
栗
和
田
経
塚
（
伊
達
郡
川
俣
町
西
福
沢）

文
献
ー

⑭

⑱
西
原
遺
跡
（
田
村
郡
船
引
町
堀
越）

文
献
ー

⑬

⑲
芦
田
塚
経
塚
（
須
賀
川
市
芦
田
塚）

＇

遺
物
ー

和
鏡一

。

文
献
ー

⑱

こ
の
ほ
か 、
『

遺
跡
地
図』
に
経
塚
と
し
て 、

⑳
羽
山
嶽
経
塚
（
福
島
市
伏
拝
字
羽
山
嶽）

卯
牛
の
塔
経
塚
（
郡
山
市
三
穂
田
町
川
田）

四
大
作
経
塚
（
石
川
郡
石
川
町
母
畑）

〈
会
津
地
方〉

四
千
光
寺
経
塚
（
喜
多
方
市
慶
徳
町
松
舞
家）

遺
物
ー

石
櫃
（
大
治
五
年
銘）
一

、

銅
製

経
筒
三 、

陶
製
壺
七 、

独
鈷
杵一

、
五

鈷
鈴一 、

磐一
、

短
刀
約
二
〇 、

鉄
鏃

一
。

文
献
ー

⑧
⑯
⑪
⑭
⑱
⑲

⑳
湯
殿
山
神
社
経
塚
（
喜
多
方
市
松
山）

遺
物
ー

銅
製
経
筒
（
永
禄
六
年
銘）

文
献
ー

⑱）

⑳
大
塚
山
経
塚
（
会津

若
松
市一
箕
町）

遺
物
ー

陶
製
壺一

。

文
献
ー

⑲

⑫
呉
坪
山
経
塚
（
大
沼
郡
新
鶴
村）

遺
物
ー

陶
製
壺一

。

文
献
ー

⑬
⑱）

⑬
館
山
経
塚
（
大
沼
郡
新
鶴
村）

遺
物
ー

陶
製
壺一

。

文
献
ー

⑬
⑮

゜

四
三
ツ
壇
遺
跡
（
岩
瀬
郡
長
沼
町
江
花）

⑳
青
生
野
経
塚
（
東
白
川
郡
鮫
川
村
渡
瀬）

四
大
久
保
経
塚
（
東
白
川
郡
鮫
川
村
渡
瀬）

の
六
つ
が
収
め
ら
れ
て
い
る 。

ま
た
志
田
正
徳
の
『

信
達一
統
志』（
天
保一

二
年）
に
は 、

⑳
福
島
市
岡
部
（
礫
石
経）

四
福
島
市
郷
野
目
（
法
華
経
千
部
の
埋
納
塚）

⑬
福
島
市
李
平
（
礫
石
経）

の
記
事
が
見
え
る 。

⑬
奥
之
院
経
塚
（
大
沼
郡
新
鶴
村）

遺
物
ー

銅
製
経
筒
（
享
禄
五
年
銘）

文
献
ー

⑬
⑱

⑮
中
川
経
塚
（
大
沼
郡
金
山
町
中
川）

遺
物
ー

陶
製
甕一

。

文
献
ー

⑳

⑯
塔
寺
経
塚
（
河
沼
郡
会津

坂
下
町
塔
寺）

遺
物
ー

湖
州
鏡一

、

礫
石
経 、

木
製
容
器

片 ゜
文
献
ー

⑱
⑳）

藤
田
定
典
氏
調
査

⑰
中
目
経
塚
（
河
沼
郡
会津

坂
下
町
五
香）

遺
物
ー

礫
石
経
（
天
文
十
三
年
銘） 。

文
献
ー

⑰
⑳
面
釜津

と
考
古
五

閲
五
職
神
経
塚
（
耶
麻
郡
西
会津

町
群
岡）

遺
物
ー

銅
製
経
筒
（
永
正
十
五
年
銘）
一

、

銅
製
経
筒
（
永
正
十
六
年
銘）
一

、

銅

製
経
筒一

、

石
製
外
筒
三 、

経
巻
塊 。

文
献
ー

⑱

『
遺
跡
地
図』
に
経
塚
と
し
て
収
録
さ
れ
て

い
る
も
の
に 、

⑲
経
壇
遺
跡
（
喜
多
方
市
字
経
壇）

⑲
小
沢
田
遺
跡
（
大
沼
郡
新
鶴
村
和
田
目）

仰
橋
爪
経
塚
（
大
沼
郡
会津

高
田
町
橋
丸）

が
あ
る 。

ま
た
『

新
編
会津

風
土
記』（
文
化
六
年）
に

ょ、�
 

⑫
会津

郡
御
山
村
（
経
塚）

⑬
会津

郡
南
原
村
（
経
塚）

⑭
河
沼
郡
南
宇
内
村
（
礫
石
経）

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か 、

平
田
新
五
右
衛
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〈
浜
通
り
地
方〉

⑮
白
水
経
塚
（
い
わ
き
市
内
郷
白
水
町）

文
献
ー

⑮
⑱
⑲
西）

⑯
松
倉
経
塚
（
双
葉
郡
富
岡
町
松
倉）

遺
物
ー

銅
製
経
筒一

、

白
磁
甕一

、

和
鏡

一
。

文
献1
9

⑰
権
現
山
経
塚
（
原
町
市
江
井）

文
献
ー

遺
跡
地
図

以
上
の
よ
う
に
福
島
県
に
お
け
る
経
塚
の
分

布
は 、

中
通
り
と
会津

地
方
に
密
で
あ
る
が 、

浜
通
り
に
は
わ
ず
か
三
例
し
か
み
ら
れ
な
い 。

こ
う
し
た
分
布
現
象
に
つ
い
て 、
三
宅
敏
之
氏

は
「

古
代
郷
土
生
活
の
歴
史
考
古
学
ー

経
塚
を

通
じ
て
み
た
福
島
県
の
場
合」（
昭
和
45)
の
中

で 、

奥
羽
街
道
沿
い
の
中
通
り
に
経
塚
営
造
の

気
運
を
持
っ
た
社
寺
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
て
い
る 、

と
記
さ
れ
て
い
る 。

〈
参
考
文
献〉

①
淡
厘
（
神
田
孝
平）「
土
中
出
顕
経
巻
実
見
記」

東
京
人
類
学
会
雑
誌
二
0

(
明
治
20)

②
犬
塚
又
兵
「

雑
記
（
須
賀
川
経
塚）」
東
京
人

類
学
会
雑
誌
二
五

（
明
治
21)

鸞
藤
重
紀
「

東
北
地
方
旅
行
見
聞」
東
京
人

類
学
会
雑
誌
三
五

（
明
治
22)

④
天
槻
如
電
・

大
槻
文
彦
「

岩
代
国
に
於
て
発

門
所
蔵
の
銅
製
経
筒
（
保
延
五
年
八
月
四
日
銘）

の
図
が
残
さ
れ
て
い
る 。

見
せ
る
経
筒
の
銘
に
就
き
て」
考
古―
|

五

（
明
治
33)

⑤
関

保
之
助
「

岩
代
発
見
の
経
筒」

考
古
界

一
ー

三

（
明
治
34)

⑥
若
林
勝
邦
「

岩
代
国
発
見
の
経
筒
数
種」
考

古
界―
|-

―

（
明
治
35)

⑦
禾
崎
愛
吉
『

大
日
本
金
石
史一
』
（
大
正
10)

⑧
二
瓶

清
「

大
治
年
間
の
経
塚
発
掘」
北
陽

史
談
八
ー

四

（
昭
和
4)

⑨
跡
部
勝
邦
「

福
島
県
下
に
遺
存
す
る
供
養
碑

に
就
て」
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
五
ー

七

（
昭
和
5)

⑩
二
瓶

清
「

大
治
五
年
経
塚
発
掘」
会津

と

考
古
特
輯
号

（
昭
和
10)

⑪
二
瓶

清
「

耶
麻
郡
慶
徳
村
大
字
松
舞
金
山

経
塚
発
掘
品
に
就
い
て」
岩
磐
史
談一
1

四

（
昭
和
11)

⑫
越
二
郎
「

福
島
県
出
土
の
承
安
元
年
箆
書

経
筒
に
就
い
て」
福
島
史
学
研
究
四

（
昭
和
29)

⑬
新
鶴
村
誌
編
纂
委
員
会
r

奥
州
会津

新
鶴
村

誌』

（
昭
和
34)

⑭
竹
内
埋
二
『

平
安
遺
文
金
石
文
編』（

昭
和
35)

璧
郷
市
教
育
委
員
会
『

白
水
阿
弥
陀
堂
苑
池

発
掘
調
査
報
告
書』

（
昭
和
37)

⑯
田

蔵
「

経
塚
論
二
（
東
京
国
立
博
物
館

保
管 、

東
北
地
方
出
土
の
経
塚
遺
物）」

M
U
S
E
U
M
―
四
八

（
昭
和
38)

⑰
奥
村
秀
雄
「

経
塚
研
究
の
一
視
点
ー

藤
井
姓

に
関
し
て
ー」

大
和
文
化
研
究
八
ー

八

（
昭
和
38)

⑱
福
島
県
『

福
島
県
史

六
（
考
古
資
料）』

（
昭
和
39)

雙
口
勝
弘
『

奥
州
経
塚
の
研
究』
（
昭
和
40)

璧
村
五
郎
「

岩
代
承
安
経
筒
銘
に
見
る
藤
井

姓
に
つ
い
て」
大
和
文
化
研
究一
〇
ー

五

（
昭
和
40)

誓
京
国
立
博
物
館
『

東
京
国
立
博
物
館
図
版

目
録
ー

経
塚
遺
物
編
ー』

（
昭
和
42)

⑫
福
島
県
教
育
委
員
会
『

文
化
財
読
本』（

昭
和
45)

⑬
三
宅
敏
之
「

古
代
郷
土
生
活
の
歴
史
考
古
学

ー
経
塚
を
通
じ
て
み
た
福
島
県
の
場
合
1」

（
古
代
郷
土
史
研
究
法）

朝
倉
書
店

（
昭
和
45)

⑳
須
賀
川
市
『

須
賀
川
市
史
二

中
世
編』

（
昭
和
48)

⑮
郡
山
市
『

郡
山
市
史
八』

（
昭
和
48)

璧ホ
良
国
立
博
物
館
『

新
館
落
成
記
念

経
塚

遺
宝
展
（
展
観
目
録）』

（
昭
和
48)

⑰
福
島
県
考
古
学
会
「

中
目
経
塚」（
福
烏
県
考

古
学
年
報
四）

（
昭
和
49)

⑬
福
島
県
考
古
学
会
「

昭
和
四
十
九
年
福
島
県

内
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
遺
跡一
覧
表」

（
福
島
県
考
古
学
年
報
四）

（
昭
和
49)

雙
山
町
『

金
山
町
史
上』

（
昭
和
49)

⑳
村
五
郎
「

中
目
経
塚
遺
跡」（
日
本
考
古
学

年
報
二
七）

（
昭
和
49
年
度）

⑪
福
島
県
考
古
学
会
「

西
田
山
経
塚」（
福
島
県

考
古
学
年
報
五）

（
昭
和
51)

璧
目
経
塚
調
査
会
「

会津

坂
下
町
中
目
経
塚」

福
島
考
古一
七

（
昭
和
51)

⑬
須
賀
川
市
教
育
委
員
会
『

米
山
寺
経
塚一
』

（
昭
和
51)

⑭
川
俣
町
『

川
俣
町
史
二
（
原
始
・

古
代
・

中

世
・

近
世
資
料
編一
』

（
昭
和
51)

⑮
宮

茂・
目
黒
吉
明
・

木
本
元
治
・

丹
羽

茂
「

福
島
県
内
出
土
中
世
陶
磁
器
に
つ
い

て」
し
の
ぶ
考
古
六

（
昭
和
52)

⑯
池
田
京
子・
長
根
裕
子
「

天
王
寺
経
筒
に
つ

い
て」
福
島
女
子
高
校
郷
土
史
研
究

（
昭
和
52)

⑰
吉
田
幸一
「

史
跡
米
山
寺・
米
山
寺
経
塚
群

試
掘
調
査
速
報」
南
奥
古
文
化一（

昭
和
52)

讐
山
市
『

郡
山
市
史
一
』

（
昭
和
50)

⑲
会津

坂
下
町r
会津

坂
下
町
史
二（
文
化
編）』

（
昭
和
51)

雙
藷
若
松
市
『

会津

若
松
市
史

別
巻一
』

（
昭
和
39)

＠
川
俣
町
教
育
委
員
会
編
「

西
田
山
経
塚
発
掘

（
昭
和
50)

調
査
報
告
書」

〈
附
記〉
な
お
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は 、

三
宅
敏
之
氏
の
「

古
代
郷
土
生
活
の
歴
史
考
古

学
ー

経
塚
を
通
じ
て
み
た
福
島
県
の
場
合
ー」

（
昭
和
45)
に
お
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た 。

（
筆
者
は
東
京
国
立
博
物
館
有
史
室
勤
務）
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東 北 地 方 の 経 塚 遺 物 年 表

西 紀 年 号 遺 物 出 土 地 文 献

1 1 30 大治 5 石 櫃 福島県喜多方市慶徳町松舞家 岩磐史 談 ー 4

1 140 保延 6 銅経筒 山 形 県南陽市宮内別所山 MU SEUM148 

1 149 久安 5 銅経筒 秋 田 県 平鹿郡大森町八 沢 木 考古学雑誌42- 4 

1 1 67 仁安 2 銅経筒 山 形市 山 寺 歴 史考古 12

1 1 68 仁安 3 銅経筒 秋 田 県 大曲 市 六郷東根一字 山 考古学雑誌42 - 4

1 1 7 1  承安 I 陶外筒 福島市飯坂町寺 山 考古 1 - 5

1 1 7 1  承安 1 陶外筒 福島県須賀川 市西川 字坂 ノ 上米山寺経塚 考古界 1 - 3

1 1 7 1  承安 1 陶外筒 福 島県伊達郡桑折町平沢字一本松 福島史学研究 4

1 184 寿永 3 銅経筒 秋 田 県湯沢市松 岡 外堀 考古学雑誌42- 4 

1 1 96 建久 7 銅経筒 秋 田 県湯沢市松岡外堀 考古学雑誌42- 4 

1206 元 久 3 銅経筒 秋 田 県横手市金沢町寺沢 考古学雑誌18- 1 

1252 建長 4 銅経筒 山 形 県 東 田 川 郡羽黒町手向 歴 史考古13

1283 弘安 6 礫石経 宮城県宮城郡利府町道安寺 東北歴史資料館研究紀要 1

1319 文保 3 銅経筒 山 形 県東 田 川 郡羽黒町手向 歴 史考古13

1376 永和 2 銅経筒 宮城県 黒 川 郡富谷町 ニ ノ 関 考古学雑誌 l - 5  

1 5 1 8  永正 1 5 銅経筒 福島県耶麻郡西会津町群岡 『福島県史 6 』 昭和39年

1 5 1 9  永正1 6 銅経筒 福島県耶麻郡西会津町群岡 『福島県史 6 』 昭和39年

1528 大永 8 銅経筒 宮城県牡鹿郡鮎川 町網地島 東北歴史資料館研究紀要 1

1 529 享禄 2 銅経筒 宮城県志田郡三本木町坂木館山 東北歴史資料館研究紀要 1

1531 享禄 4 銅経筒 宮城県 仙 台 市 愛宕 山 東北歴史資料館研究紀要 1

1 532 享禄 5 銅経筒 福島県大沼郡新鶴村中 田 『奥州会津新鶴村誌』

1533 天文 2 銅経筒 山 形県 東置賜郡宮内町所部 歴 史考古12

1 535 天文 4 銅経筒 福 島県伊達郡霊 山 町下小国

1 536 天文 5 銅経筒 山 形 県 尾花沢市六沢 歴史考古12

1 542 天文1 1 銅経筒 山 形 県米沢市窪田 歴 史考古12

1 544 天 文 1 3 礫石経 福 島県河沼郡会津坂下町五香中 目 福島考古 1 7

1 546 天文15 銅経筒 秋 田 県 男鹿市脇本富永 秋 田 県 の 紀年遺物

1 547 天文16 銅経筒 宮城県桃生郡河北村横川 考古学雑誌24 - 11

1551 天文20 銅経筒 秋 田 県 男鹿市脇本富永 秋 田 県 の 紀年遺物

1 555 天文24 銅経筒 岩手県東磐井郡大東町猿沢 宮城県 史 17
1551 天文2口 銅経筒 秋 田 県 男 鹿市脇本富 永 秋 田 県 の 紀年遺物- 1555 

1557 弘治 3 銅経筒 山 形県東置賜郡 川 西 町大舟 歴史考古12

1 563 永禄 6 銅経筒 福島県喜多方市松山 湯殿 山 神社 『福島県史 6 』

1569 永禄12 銅経筒 岩手県東磐井郡大東町猿沢 宮城県 史 17 じ

1584 天正12 銅経筒 岩手県遠野市小友 東京国立博物館紀要 4
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